
特別支援教育総合推進事業

上川町の取組み
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特別支援教育充実セミナー

上川町教育委員会 学校教育グループ 横山 教



町の概要

• 人口 3,193人 （2023年8月末）

• 私立幼稚園（上川幼稚園 のぞみ幼稚園）

• 保育所（上川中央保育所）

• 小学校（上川小学校） 各学年1クラス 全校95人

• 中学校（上川中学校） 各学年1クラス 全校55人

• 高等学校（上川高等学校）各学年1クラス 全校60人



町の概要

• 人口 3,193人 （2023年8月末）

• 私立幼稚園（上川幼稚園 のぞみ幼稚園）

• 保育所（上川中央保育所） →統合 R7～認定こども園へ

• 小学校（上川小学校） 各学年1クラス 全校95人

• 中学校（上川中学校） 各学年1クラス 全校55人

• 高等学校（上川高等学校）



町の概要

小学校（上川小学校）

各学年1クラス 全校95人

特別支援学級 4クラス

中学校（上川中学校）

各学年1クラス 全校55人

特別支援学級 2クラス



町の概要

上川高等学校 各学年1クラス 全校60人

・通学費補助（全額）

・入学準備助成金（生徒一人につき10万円）

・就学支援金（年額12万円）



町の概要

上川高等学校

・タブレット端末貸付

・海外派遣研修（1年生時）



保健福祉課との連携

障がい者等支援会議

障がい福祉事業所、保健師、小中学校特別支援教育コーディネーター、
教育委員会、保育所、商工会

（１）個別事例へのあり方に関する協議、調整

（２）地域の関係機関等によるネットワークの構築等に向けた協議

（３）地域の社会資源の開発、改善

（４）障害福祉計画の策定及び評価



保健福祉課との連携

教育支援委員会

小中学校長、小中学校特別支援教育コーディネーター、各幼稚園園長、

児童委員、医療センター、保育所、きたよん、保健師

専門委員会

小中学校特別支援教育コーディネーター、各幼保年長教諭、

こども通園センター、きたよん、保健師、保健福祉課、障がい福祉事業所、

きたのまち（アドバイザー）



保健福祉課との連携

教育支援委員会

・就学予定の幼児、在籍している児童生徒を対象に、教育上必要な配慮の
必要性などを協議

・特別支援に関する協議

福祉部門と連携した研修等の開催

地域診断 → Q-SACCSシート作成・活用



■Q-SACCS
令和３年度 厚生労働科学研究費補助金（障害者政策総合研究事業）
「地域特性に応じた発達障害児の多領域連携における支援体制整備に向けた研究」
（研究代表者：本田秀夫）

＜上川町＞
＜人口：3,200人＞

＜年間出生：12～13人＞
0～3歳

継時的
インターフェイス
（引き継ぎ）

4～6歳
継時的

インターフェイス
（引き継ぎ）

7～15歳

レベルⅠ（毎日）
日常生活水準

中央保育所
上川幼稚園
のぞみ幼稚園
子育て支援センターどんぐ
りっこ
のびのび
（家庭教育支援学級）
3歳児健診、保健師

中央保育所
上川幼稚園
のぞみ幼稚園
子育て支援センター
就学前健診
保健師

上川小学校
上川中学校
学童保育

教育支援委員会
専門委員会
学童保育利用前面談

共時的
インターフェイス
（情報共有、紹介等）

健診で気になる子は保健師
から医療・療育機関情報提
供
すくらむ作成

通園センター職員が保育
所、幼稚園を訪問

毎月の小中校長会議

レベルⅡ（定期的）
専門療育的支援

上川中部
基幹相談支援センター

保健師から嘱託医に相談
こども通園センター

放課後等デイサービス
教育相談員
上川中部
基幹相談支援センター

共時的
インターフェイス
（情報共有、紹介等）

レベルⅢ
医療的支援

上川医療センター
専門的となれば旭川の療育
センターなど

・・・継続・・・
上川医療センター
専門的となれば旭川の療
育センターなど

・・・継続・・・
上川医療センター
専門的となれば旭川の療
育センターなど



見えてきた成果と課題

• 乳幼児段階から保健師を中心に、保護者・子どもと関わる機会を持てて
いる

• 保健師から、次の段階へのつなぎがスムーズにできている

• 関係機関の情報共有ができている



見えてきた成果と課題

• 会議の場で情報共有しているものの、形骸化の傾向…

• 地元高校に進学した際の困り感

• 高校在学中の情報が抜ける



見えてきた成果と課題

• 会議の場で情報共有しているものの、形骸化の傾向…

• 地元高校に進学した際の困り感

• 高校在学中の情報が抜ける

地元高校との連携が必要？



高校との連携

• 特別支援教育関連の研修の受講希望

シートのマイナーチェンジ（中高接続のツールとして）

• 高校進学にあわせて、すくらむ（個別支援計画）を引継ぐ

• ケース会議等、情報共有の場の設定、研修等の共催



おわりに

関係各機関の連携（つながり）による、切れ目ない支援体制の整備

→当事者、保護者が必要とする支援を受けられる地域に。


